
(第6表)高 木層 に出現す る頻度が高 いが、優 占

することの少 ない樹木

(参 考)高 木層優占種からみた北海道の林

◆ ミズナラ ・シラカ ンパ鉢
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ホオノキ

ヤマモ ミジ

アオ ダモ

◆ エ ゾ イ タ ヤ ・ ミズ ナ ラ ・ シナ ノキ ・ケ ヤ マ ハ ンノ キ林

◆ ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ林

◆ヤチダモ ・ハルニ レ林

◆ダケカンパ林

◆ハンノキ林

◆ケヤマハ ンノキ林

◆ブナ林

◆ エ ゾ イ タ ヤ ・ア カ イ タ ヤ ・ハ ル ニ レ林

*淀=ク ラ ス タ ーへ の 出 現串 が50%以1二 の もの。

◆カツラ林

◆ シ ナ ノ キ ・キ ハ ダ ・ ミズキ 林

◆エゾノバ ッコヤナギ林

◆ ハ リエ ンジ ュ 抹

*注:ク ラスタ。に所属 するスタン ドが

5個 未満の ものは除いた。
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A.

並 木 ウ オ ッ チ ン グ

今、札幌で一番多い並木は、ニセア カシアで、

次いで ナナカマ ド、 イチ ョウ、プ ラタナス、 シ ダ

レヤナギということにな っていて、 これ らだけで、

札幌の並木の70%以 上 を 占めてい る。

本道全体で も地域 によ り多少の変化はあ るが、

これ と大体似か よった状況 であ る。 ちが うところ

は、全体で はナナ カマ ドが トップであ ることだ。

5年 ほど前 に、道民意識の調査の なかで 「身の

回 りで愛着 を感ず る木」 と してあ げ られ た もの は

ナナカマ ドが トップで、次いでアカシア、 ライラッ

ク、ポプ ラであ った。

村 野 紀 雄

上位 にあげ られ たこれ らの木 は、いずれ も明 る

くはなやか なイメー ジを与 える もので ある。

しか し、考 えてみる と、 これ らの木 は、確か に

見る人 に好まれる面はあ るが、それよ り、植 える

側に都合がよいか ら植え られてきた とい う面が 大

きいよ うに思われ る。意識調査では、 こうい うも

のばか りが身の囲 りにあ るか ら選ばれた と考える

ことができ る。

一般に、街路並木を植え る時、その樹種を選ぶ

観点 と しては、生長が早 く、形がよ く、病虫害 に

強 く、勇定 にも強 く、排気 ガスな どの多い街路条
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件に耐え、管理の しやすい木とい うことになろう。

並木興亡の歴 史は、 このよ うな木の選択 の くり

かえ しといえるが 、実 は、狭小 な空間、短期の生

長期間の中に樹木 をお しこめる歴史で あ ったと見

ることができる。

ウオ ッチ ングを楽 しむ側か らみると、そう した、

狭小、速成 の ものか ら離 れた、木 その もの の美 し

さとい うことが最 も大 きな関心 事となる。

樹木 の美 しさ、深 さは、木 その ものの健康や、

あた りとの調和 、人為 と自然 との一体感の 中に見

出 され る。

そ うした中で、ウオ ッチ ングを深めれば深め る

ほど、現在の並木 に物 足 りなさを感 じさせ られ て

くる。ナナ カマ ドは美 しくはあるが、 これ に代表

され る現在の並木 の大半 は、あま りにこぶ りであ

る。 きれいではあるが平 板だ。小 さな方が狭 い街

路空間に合わせて植え られやす いわけだ。そ して、

一般 には
、街路樹 、並木 とは こんな ものだ と思 わ

せてきたのではないか。

しか し、 もうこのへんで 自然の健康な大樹 の並

木 が欲 しくなって くるのであ る。

とい って、現実の街路が、空間的 に大きな並木

をつ くるには困難な状況が重な りあいすぎている

のも本当だ。大きい木に育てるには時間 もかか る。

その よ うな現実ではあ るけれ ども、それぞれの

町に1カ 所 だけで もいいか ら、樹種は何で もいい

か ら、無理 してで も大木 とな る並木をつ くった ら

どうか。無理 して とい って も、空間 と、時間 とて

まを与えれ ばできない こ とは ないのだ。50年100
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モ ミ ジバ ス ズ カ ケ の 並 木(ロ ン ドン ・ハ イ ドパ ー ク)

ヨ ー ロ ッ パ ニ レの 並 木(ア ム ス テ ル ダ ム 駅 前)

年先 にはこうな るんだ という方針を しっか りもっ

て、生長 を次代 にどん どんつ ないで いけばいい。

さて、今 、世界で、街路樹 と して使われてい る

木 は、 お よそ500種 、 日本 で は130種 ほ ど といわ

れているが、実際 には、 どの都市で も10～20種 程

度でその大部分 が占め られている。

実際の ところ、街路樹 として使 え る樹種 は、求

め られ る条件が厳 しい ことか らあま り多 くないの

である。

その うちで も、よ く使われてい るのが、 リンデ

ン、マロニエ、 エル ム、 プラタナスの4種 で、 こ

れ らは、世界の四大並木樹種 といわれてい る。

ちなみに、 リンデ ンとはシナノキ類、 マロニエ

とは トチ ノキ類 、エル ムとはニ レ類、 プ ラタナス

は スズカケ ノキ類 のことで、いず れ も巨木 となる

樹種であ る。

ヨーロッパにおけるこれ らの大樹 の並木道 を歩

くと何 ともいいあ らわせない充実感、壮快感 にと

らわれ る。一方、本道におけ るこれ らの樹種 を含

む多 くの並木を 見ると、大樹 とな るべき もの も小

樹 のままにお しっめてい ることが多い。

(内 外の並木 ス ライ ド映写、説明省略)
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